
第 2章 現代の経済 

1 現代の資本主義経済 

1 資本主義体制の成立（教科書 P.112～114） 

 

▶1．経済活動 〔p.112〕 

（1）産業活動…人間が行う農業・工業・商業などの経済活動 

  ・今日の豊かな社会←長い間の工夫，分業・協業の積み重ね 

  ・多様な財（有形），〔      〕（無形）が今日では商品として生産される 

  ・生産の理由←モノの相対的希少性 

  ・市場の役割：有限な資源を効率的に利用←〔      〕の概念 

（2）経済体制…生産・分配・消費の経済活動を特徴づけるしくみ 

  ・封建経済：領主と農民間の貢納関係 

  ・資本主義経済：市場における自由取引 

  ・〔         〕：国家による計画（＝計画経済） 

 

▶2．資本主義の成立 〔p.113〕 

（1）生産形態の変化 

  ・囲い込み運動，産業革命 

    →〔            〕から工場制機械工業へ 

  ・資本家と労働者の分化 

        資本家（〔      〕の所有者） 

        労働者（労働力のみ商品化） 

（2）資本主義経済成立の背景 

  ・〔         〕『諸国民の富（国富論）』：重商主義批判 

   自由競争・利潤追求の自由→「〔       〕」による予定調和の実現 

   →「夜警国家」・「小さな政府」が基本的な国家観に 

（3）資本主義経済の特徴 

  ・私有財産制，利潤追求の自由，自由競争，市場経済，〔   〕の自由，労働の商品化， 

   商品生産など 

  ・市場の機能が経済社会全体に浸透→市場経済 

→ 

 


